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初
光
り
眩
ゆ
き
ば
か
り
辰
の
年

還
暦
の
素
顔
た
し
か
め
初
鏡

老
の
手
の
震
え
を
お
さ
え
筆
始

枕
辺
を
そ
っ
と
抜
け
ゆ
く
隙
間
風

お
年
玉
幼
な
孫
に
も
人
並
み
に

老
ひ
た
れ
ど
詩
吟
朗
々
お
元
日

霙
降
る
故
郷
の
灯
り
峠
よ
り

老
二
人
吾
が
城
を
守
り
〆
飾
る

初
夢
も
忘
れ
食
て
寝
て
三
ケ
日

同
志
得
て
話
題
が
変
り
寒
の
入

大
釜
に
若
水
た
た
え
沸
か
し
け
り

柳
の
芽
雪

一
片
を
包
み
け
り

初
雪
に
正
月
客
も
足
と
ま
り

耳
う
と
く
語
る
も
聞
く
も
初
笑

冬
ぬ
く
き
日
は
心
ま
で
暖
か
く

天
高
く
白
銀
し
ぶ
き
出
初
式

初
し
ら
べ
琴
の
流
れ
よ
町
を
ゆ
く

さ
か
の
は

年
始
客
話
は
過
去
に
遡
り

山
始
地
下
足
袋
し
か
と
踏
み
し
め
て
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■
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■
■
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肥
後
狂
句

あ
と
数
日
　
身
軽
う
な
ら
す
母
子
手
帳

時
間
の
無
ァ
　
今
朝
も
歯
ブ
ラ
シ
お
茶
引
か
せ

急
が
ん
か
　
腹
の
目
立
た
ん
内
が
え
え

時
間
の
無
ァ
　
司
会
が
祝
辞
間
引
き
す
る

意
　
地
　
錦
飾

っ
た
村
八
分

時
間
の
無
ァ
　
手
付
け
は
キ
ッ
ス
だ
け
だ

っ
た

-12月 31日 現在―
報 0 0ral 男・・・4,780人

あ Oυυノヽ  女・・・5,086人
世帯数…

転入 19

転出 37

・・・・ヽ・・・・2,614

出生 11

死亡  6
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浦
塚
　
南
天

″

岡
本
　
琴
司

林
田
　
一
声

″

野
尻
い
く
よ

野
尻
さ
だ
む

熊
谷
　
紫
雲

瀬
井
　
ほ
の

草
村
あ
つ
代

長
友
た
つ
子

熊
谷
　
つ
子

馬
原
そ
の
女

草
村
　
鶴
代

藤
井
秋
雪
女

野
尻
　
誓
道

本
田
　
訓
子

瀬
井
て
る
女

瀬
井
起
代
女

熊
谷
こ
う
女

甲
斐
　
菊
江

熊
谷
あ
さ
子

野
尻
　
里
女

馬
原
　
岳
人

t

rt

゛

″お
め
で
と
う
〃
新
成
人

‐５３
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

雑

　

詠

月

と

黒

竜

社
倉
　
今
泉
多
美
江

（８３
）

今
宵
睦
月
　
十
三
夜

空
に
渦
巻
く
　
黒
竜
に

い
ど
む
に
似
た
り
　
寒
月
は

見
え
つ
か
く
れ
つ
　
竜
尾
よ
り

光
り
輝
き
　
下
界
を
照
す

あ
ゝ
大
自
然
の
　
壮
観

仰
ぎ
見
て
　
心
お
の
の
く

其
の
光
景
　
筆
舌
に
つ
く
しが
た
し

（十
三
夜
の
感
想
）

人
生
の
行
路

上
色
見
　
後
藤
嘉
平

（８６
）

○
還
暦
や
古
稀
ま
た
喜
寿
は

夢
と
な
り
い
ま
や
米
寿
の

春
を
迎
へ
ぬ

○
な
が
ら
え
て
米
寿
の
春
を
迎

ヘ

た
り
あ
り
が
た
く
思
う
衆
生

の
恩
　
　
　
　
　
　
　
楽
天

之

き

彦

り

三

子

司

み

香

也

幸

之

ゆ

　

　

　

ゆ

博

ゆ

和

さ

隆

京

幸

ま

由

龍

政

龍

泰

則

三

男

満

雄

博

昌

啓

利

秀

文

方

松

丸

斐

　

田

緒

永

徳

甲

林

増

町
社
会
協
議
会

へ
ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
高
森
、
下
町
の
桐
原
東
洋

一
さ
ん
か

ら

（父
、
倍
次
さ
ん
。
６７
歳
死
去
）

▽
尾
下
の
甲
斐
安
人
さ
ん
か
ら

（父
、
竹
彦
さ
ん
。
９０
歳
死
去
）

▽
上
色
見
洗
川
の
後
藤
イ
ツ
さ
ん
か
ら

（夫
、
惟
誠
さ
ん
。
５０
歳
死
去
）

▽
高
森
、
下
町
の
武
田
澄
子
さ
ん
か
ら

（母
、
ツ
ヤ
さ
ん
。
８１
歳
死
去
）

▽
高
森
、
森
の
岩
下
幸

一
さ
ん
か
ら

（父
、
義
行
さ
ん
。
５５
歳
死
去
）

〉
矢
津
田
の
池
田
文
夫
さ
ん
か
ら

（交
通
事
故
見
舞
金
の
返
礼
と
し
て
）
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く
た
び
れ
て
　
小
切
手
帳
も
飾
り
も
ん

あ
と
数
日
　
初
孫
の
顔
拝
ま
る
ヽ

上
手
さ
が
　
奨
め
ら
れ
す
ぎ
て
損
ば
か
り

く
た
び
れ
て
　
酔
狂
が
目
も
光
ら
ん
ぞ

あ
と
数
日
　
洗
い
髪
に
も
念
の
入
る

上
手
さ
が
　
我
流
に
ャ
見
え
ん
舞
扇
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(住所)(保 護 者)(出生児)(性別)(生年月日)

城後 喜郎   亮

甲斐

安在

本田

佐藤

小倉

甲斐

計雄

健男

五男

敬雄

貴好

孝幸

武田 澄子 義母
桐原 房子 夫
岩下 正明 2女
後藤 イツ 夫
岩下 幸一 父
山村サチ子 夫

S50.12.16^ン S51.1.15

ツヤ 81

倍次 67

恵  1
惟誠 50
義幸 55
場支 52

出  生

森

男

男

女

男

女

男

女

男

女

女

男

男

男

町

町

在

横

下

上

通

町

和

町

山

田

口

留

留

津

旭

下

昭

上

菅

矢

芹

津

津

おめでとう新成人のみなさん。新

成人を祝い励ます町の成人式は、さ

る 1月 15日 畜産センターで行われま

した。大人の仲間入りしたのは 153

人 (男 69人 。女84人 )。 出席したの

は、このうち 101人で、会場は振り

そで姿のお嬢さんたちで埋まり、ひ

ときわ華やいだふん囲気。岩下町長

が「これからは社会的にも法的にも

立派な成人。実行力と情熱に富むみ

なさん方の活動に対して、深い信頼

と期待を寄せています」とあいさつ

一人一人に記念品を贈りました。こ

のあと来賓からお祝いと激励の言葉

があり、成人代表の二子石三治さん

(高尾野)が「若さと情熱をもって、
それぞれの道で精いっばい頑張りま

す」と宣誓しました。
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馬
原
　
馬
笑

″

田
上
黙
公
子

林
田
　
瑶
子日

．感
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盆
難月
彦
繭艤

亡
日
　
・
―
　
・
ｌ
　
・
２
　
・
２
　
・

・
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死
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１
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齢年者亡死柄続族

亡

鎧所

死
　
住

▽
一
　
日

▽
八
　
日

▽
十
五
日

▽
二
十
二
日

▽
二
十
九
日

本

田

医

院

上
町
②
Ｏ
Ｏ

一
六

藤
　
本
　
医
　
院

中
松
⑦
Ｏ
Ｏ
二
〇

後
　
藤
　
医
　
院

下
田
⑦
Ｏ
Ｏ

一
九

平

田

医

院

旭
通
②
Ｏ
二

一
六

馬
　
原
　
医
　
院

上
町
②
Ｏ
六
四
六

お も な 内 容

□ 国民休暇村10月 に仮オープン・……………・

□ 車部に基幹集落センター完成………………

□ 国民健康保険と交通事故…………………・

□ たかもりの民話・郷上の博物誌¨̈ ………・

□ お知らせ 。町の新婚さん……………………・

□ 町民のひろば (読 者がつくるページ)……

下 町

下 町
横 町

洗 川

森

下 町

武田

桐原

岩下

後藤

岩下

山村

』袋
［Ｑ

②

③

④

⑤

０

０

おめでた おくやみ
ヽ
●
・　
　
・●

Ｌ

へ   
撃

釘
.`ノ′
F
/

裟

ぐ

i
|・

・(＼ ・   .

ヽ



第 198号  ②
ｈ
ソ

もカご／、
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国

民

休

暇

村

の

建

設

予

定

地

ヽ
一
・ん

私
た
ち
津
留
下
町
納
税
組
合
は
、
昭

和
三
十
八
年

十
二
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
当
時
は
組
合
員
も
十
名
程
度
で
し

た
が
、
「納
税
が
便
利
」
だ
と
か

「
町
か

ら
還
元
金
が
も
ら
え
る
」
と
い
う
声
を

耳
に
し
た
人
が
加
入
し
て
、
現
在
で
は

十
五
名
の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
た
。

杖
立
旅
行
で
記
念
撮
影

楽

し

か

っ
た

杖

立

温

泉

津
留
下
町
納
税
組
合
　
甲
　
斐
　

ミヽ
　
ツ

（４９
）

こ
の
欄
…
…

「
声
」
は
み
な
さ
ん
の
ペ

ー
ジ
で
す
。
町
に
対
す
る
ご
意
見
、
要

望
、
苦
情
な
ど
な
ん
で
も
ご
投
稿
く
だ

さ
い
。納

税
組
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で

に
ご
存
知
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
の
組
合
は
年

一
回
総
会
を
開
き
、

役
員
改
選
や
前
年
度
の
反
省
な
ど
を
、

い
っ
ば

い
飲
み

な
が

ら
話
し
合
い
ま

す
。
毎
年
、
飲
む
ば
か
り
で
は
主
婦
が

報
わ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
各
戸
の

男
性

か
ら

「
一
度

還
元
金
で
女
性
た

ち
に
旅
行
を
さ
せ
よ
う
」

と
思
い
や

り
の
あ
る
案
が
出
さ
れ
、
私
た
ち
は
昨

年
暮
れ

一
泊
二
日
の
日
程
で
、
杖
立
温

泉

へ
行
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
日
ご
ろ
忙
し
い
主
婦
た
ち
も
、
こ
の

日
だ
け
は
何
も
か
も
忘
れ
、
ま
る
で
修

学
旅
行
に
行
く
子
供
の
よ
う
に
、
う
れ

し
さ
で
い
っ
ば
い
。
バ
ス
が
発
車
し
て

旅
館
に
着
く
ま
で
話
は
つ
き
ま
せ
ん
。

昼
食
を
す
ま
せ
、
各
自
が
部
屋
に
案
内

さ
れ
て
、
や
っ
と
落
ち
着
き
が
取
り
戻

せ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
、
思
い
思
い

に
風
呂
に
入
り
、
買
い
物
に
出
か
け
る

な
ど
し
て
く
つ
ろ
ぎ
ま
し
た
。
楽
し
い

夕
食
時
は
演
芸
な
ど
も
飛
び
出
し
大
に

ぎ
わ
い
。
笑
い
の
中
に
夜
は
ふ
け
て
い

き
ま
し
た
。

翌
朝
は
ゆ

っ
く
り
し
て
、
タ
ベ
の
話

に
花
を
咲
か
せ
、
な
ご
り
惜
し
み
な
が

ら
宿
を
出
発
し
ま
し
た
。
途
中
、
赤
水

に
立
ち
寄
リ
ス
ケ
ー
ト
な
ど
で
楽
し
ん

で
帰
り
ま
し
た
。

毎
日
、
仕
事
と
家
事
に
追
わ
れ
て
い

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
上
げ
膳
、
下
げ

膳
の
解
放
さ
れ
た
二
日
間
は
忘
れ
る
こ

と
の
で
き
な
い
楽
し
い
旅
で
し
た
。

日
本
顕
彰
会
か

ら
表
彰
受
け
る

横
町
の
小
林
医
師

本
町
の

高
森
横
町

で
開
業
医

と
し
て
地

域
の
医
療

保
健
に
た

ず
さ
わ
っ
て
い
る
小
林
常
雄
医
師
（六
七）

は
、
こ
の
ほ
ど
、
東
京

・
笹
川
記
念
会

館
国
際
会
議
場
で
財
団
法
人
日
本
顕
彰

会

（笹
川
良

一
会
長
）
か
ら
社
会
貢
献

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

小
林
医
師
は
昭
和
十
二
年
、
本
町
の

医
者
と
し
て
診
療
所
を
開
設
さ
れ
、
今

日
ま
で
三
十
八
年
間
、
地
域
住
民
の
医

療
と
健
康
管
理
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
ｃ
と
く
に
小
、
中
学
校
の
校
医
と
し
て

学
童
の
保
健
衛
生
に
尽
力
、
こ
の
地
方

の
学
童
の
歯
を
む
し
ば
む
風
土
病

「
ヨ

ナ
歯
」

（斑
＝
は
ん
＝
状
歯
病
）
や
、

火
山
灰
の
影
響
と
過
重
労
働
、
栄
養
不

足
か
ら
発
病
す
る
風
土
病
「
ホ
ネ
ク
サ
」

を
究
明
し
て
、
県
や
国
に
難
病
奇
病
対

策
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
地
域
に
お
け

る
保
健
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
現
在
で
は
、
青
少
年
の
ス
ポ
ー

ツ
の
奨
励
と
社
会
体
育
の
振
興
に
も
絶

大
な
努
力
を
払
わ
れ
、
健
康
で
明
る
い

町
づ
く
り
に
尽
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
阿
蘇
休
暇
村
の
建

設
は
昨
年
七
月
自
然
環

境
保
全
審
議
会
が
環
境

庁
の
諮
問
案
を
承
認
し

て
正
式
に
決
定
し
た
こ

と
か
ら
、
町
で
は
こ
れ

ら
に
必
要
な
用
地
買
収

を
急
ぎ
、
受
入
れ
体
制

を
整
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
体
暇
村
は
総
面

積
六
十
九

・
六
診
。
南

郷
谷
と
阿
蘇
五
岳
を

一

望
で
き
る
起
伏
に
富
ん

だ
景
勝
の
地
で
、
区
域

内
を
環
境
庁
直
轄
の
公

共
施
設
地
区
と
国
民
休

暇
村
協
会
（財
団
法
人
）

直

轄

の
有
料

施
設
区

分
に
分
け
、
公
共
施
設

で
は
車

。
歩
道
、
運
動

′

ヽ

広
場

（野
球
場
、
テ
ニ
ス
、バ
レ
ー
コ
ー

ト
な
ど
）
、
園
地
、
休
憩
展
望
所
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
レ
ク
チ
ャ
ー
ホ
ー

ル
、
野
営
場
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
道
、
乗

馬
場
、
駐
車
場
な
ど
。
有
料
施
設
で
は

二
百
六
人
収
容
の
宿
舎
の
ほ
か
、
貸
別

荘
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
児
童
遊
戯
施
設
な

ど
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
事
業
費
は
公
共

施
設
五
億
五
千
万
円
、
有
料
施
設
十
億

円
、
協
力
事
業
費
二
億
円
の
計
十
七
億

五
千
万
円
。

公
共
施
設
分
は
県
が
環
境
庁
の
委
託

を
受
け
て
、
四
十
九
年
度
か
ら
五
カ
年

計
画
で
施
工
し
て
お
り
、
す
で
に
駐
車

場
六
千
七
百
平
方
研

（乗
用
車
百
二
十

八
台
、
大
型
バ
ス
十
二
台
駐
車
可
能
）

と
取
り
付
け
道
路

（
三
百
二
卜
材
）
は

完
備
さ
れ
ま
し
た
。

近
く
着
工
さ
れ
る
本
“
宿
合
は
、
鉄

筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
三
ｈ
建
て
、
延

べ
面
積
は
三
千
九
百
十
三
平
方
研
ｃ　
一

皓
は
客
本
十
五

（和
市
）
を
二
じ
め
、

ま
関
、
ラ
ウ
ン
ジ
ー
、
売
帖
、
事
務
室

食
堂
、　
機
械
室
な
ど
、　
一
一階

は
客
室

（同
）
十
七
、　
ロ
ビ
ー
、
浴
室
、
大
広

間
会
議
室
、
三
階
は
客
室
二
十
三

（和

室
二
十

一
、
洋
室
二
）
と
談
話
室
な
ど

が
配
さ
れ
、
全
館
暖
房

（
一
部
冷
房
）

の
大
型
宿
舎
と
な
り
ま
す
。

屋
根
は
切
妻
式
で
茶
か
っ
色
、
外
壁

は
ア
イ
ボ
リ
ー
ホ
ワ
イ
ト
と
、
色
彩
も

自
然
に
び
っ
た
り
。
九
州
の
既
存
の
三

休
暇
村
に
見
ら
れ
な
い
大
、
中
、
小
の

会
議
室
が
設
計
に
取
り
入
れ
て
あ
る
の

も

一
つ
の
特
徴
と
い
え
ま
す
。

国
民
休
暇
村
協
会
で
は
宿
台
建
設
と

並
行
し
て
、
そ
の
周
辺
の
公
日
化
も
急

ぎ
、
こ
と
し
の
十
月
中
イ‐プ
に
は
仮

イ
ー

プ
ン
さ
せ
る
計
画
で
す
。

木 館 宿 舎 の 完 成 予 想 図

0

県
と
本
町
が
国
道
二
六
五
号
線
沿
い
の
草
河
原

一
帯
に
誘
致
し
た
南
阿
蘇
国
民
体
暇
村
建
設
は
、
取
り
付
け
道
路
、

駐
車
場
が
完
成
し
た
の
に
続
き
、
休
暇
村
の
カ
ナ
メ
と
な
る
本
館
宿
合
も
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ
ど
現

地
に
関
係
者
約
五
十
人
が
出
席
し
て
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

月

10

こ

ま

反

な
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官
城
は
初
年
に
建
築
さ
れ
た
東
洋

一

の
建
物
で
あ

っ
た
。
五
月
二
十
五
日
夜

の
空
襲
の
際
、
狐
格
子
に
焼
夷
弾
が
落

ち
、
あ
た
り
は
折
柄
の
乾
燥
状
態
に
加

え
、
風
速
二
十
μ川
の
突
風
で
火
の
回
り

が
以
外
に
早
く
、
警
視
庁
の
特
別
消
防

近
衛
、
皇
官
警
察
の
精
鋭
が
全
力
を
尽

し
て
消
火
に
当
た
り
し
も
、
紅
蓮
の
焔

は
屋
根
裏
、
天
丼
裏
、
更
に
全
官
殿
を

覆
い
、
天
に
沖
す
る
火
災
に
て
五
時
間

後
炎
上
し
尽
し
た
。
消
火
に
当
た
っ
た

二
十
八
名
の
尊
い
命
も
奪

っ
た
事
返
す

返
す
も
痛
恨
の
い
た
り
で
あ

っ
た
。

焼
失
し
た
官
城
跡
に
造
営
さ
れ
た
新

宮
殿
の
長
和
殿
の
御
立
台
に
天
皇
、
皇

后
両
陛
下
、
皇
太
子
殿
下
ご
夫
妻
、
常

睦
官
殿
下
ら
夫
妻
お
揃
い
に
て
新
年
、

天
皇
誕
生
日
に
宮
殿
前
の
広
場
を
埋
め

た
全
国
か
ら
の
参
賀
者
に
お
会
釈
が
あ

り
、　
一
同
は
皇
室
の
弥
栄
を
祈
念
し
て

の
万
歳
は
大
内
山

の
森
に
響
き
渡

っ

た
。
参
加
者
は
毎
年
増
加
し
、
近
年
は

特
に
若
い
人
が
目
立

っ
て
多
く
な

っ
た

事
は
日
本
の
将
来
に
は
の
ぼ
の
と
明
る

さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。

紀
元
二
千
六
百
年
の
祝
典
の
際
、
満

洲
国
皇
帝
、
秩
父
官
の
御
宿
泊
所
が
京

都
大
官
御
所
と
赤
坂
離
官
に
当
て
ら
れ

て
、両
国
の
料
理
室
が
壁

一
重
に
て
、出

入
に
は
そ
の
都
度
鍵
が
か
け
ら
れ
た
。

赤
坂
離
官
三
階
の
防
空
連
絡
室
も
終

戦
に
よ
っ
て
な
く
な
り
、
そ
こ
に
は
処

理
内
閣
の
首
班
と
し
て
、
東
久
適
官
に

大
命
降
下
さ
れ
た
こ
と
で
組
閣
本
部
が

置
か
れ
た
。
当
時
は
組
閣
参
謀
の
緒
方

竹
虎
氏
が
元
気
で
条
配
を
振

っ
て
い
ら

れ
、
東
庭
に
は
報
道
関
係
の
天
幕
が
張

ら
れ
急
に
慌
し
い
光
景
を
呈
し
た
。
離

官
に
さ
よ
う
な
ら
し
て
三
十
年
感
慨
無

量
。
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

岩
下
町
長
は
じ
め
、
佐
藤
町
老
人
会

連
合
会
長
、
山
村
町
婦
人
会
連
合
会
長

か
ら
皇
居
奉
仕
団

へ
躊
を
ち
ょ
う
だ
い

し
た
こ
と
を
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

′′
「
郷
土
く
ま
も
と
を
見
直
そ
う

。
民

芸
と
味
ま
つ
り
」

（熊
日
、
阿
蘇
郡
十

二
町
村
な
ど
主
催
）
は
、　
一
月
十
五
日

か
ら
二
十
日
ま
で
の
六
日
間
、
熊
本
市

の
岩
田
屋
伊
勢
丹
七
階
催
し
場
で
開
か

れ
ま
し
た
が
、
本
町
か
ら
も
こ
の
催
し

に
婦
人
会
、
加
工
業
者
な
ど
が
参
加
し

て
高
森
町
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

各
地
に
埋
も
れ
て
い
る
名
産
や
特
産

物
を
見
直
し
て
、
現
代
の
生
活
に
も
生

か
し
、
さ
ら
に
特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
販
売
と

販
路
開
拓
を
図
る
の
が
ね
ら
い
。

本
町
か
ら
の
販
売
品
は
山
菜
の
干
し

物
、
手
作
り
の
納
豆
、　
コ
ン
ニ
ャ
ク
、

ソ
バ
粉
、
漬
け
物
な
ど
約
四
十
種
。

実
演
販
売
、
茶
屋
で
は
上
色
見
の
田

楽
、
草
部
の
ヤ
マ
メ

（
ェ
ノ
ハ
）
の
塩

焼
き
、
色
見
の
手
打
ち
そ
ば
が
人
気
を

呼
び
、
会
場
の
高
森
コ
ー
ナ
ー
は
オ
ー

プ
ン
早
々
か
ら
買
い
物
客
が
詰
め
か
け

大
盛
況
。
作
り
方
食
べ
方
な
ど
を
聞
く

人
も
多
く
、
販
売
に
あ
た
っ
た
人
た
ち

は
て
ん
て
こ
舞
い
で
し
た
。

好
評

高
森
町
の
特
産
品

熊
本
の
民
芸
と
味
ま
つ
り

●
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県
福
祉
生
活
部
消
費

生
活
課
内

「資
源
を
大
切
に
す
る
県
民

運
動
推
進
会
議
」
事
務
局

へ
。

国
民
年
金
係
で
は
国
民
年
金
を
は
じ

め
厚
生
年
金
、
農
業
者
年
金
全
般
に
つ

い
て
、
不
明
な
点
や
疑
間
を
お
持
ち
の

方
の
た
め
に
、
年
金
相
談
所
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。

∧
と
き
∨
　
二
月
二
十
三
日
午
前
十
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

∧
と
こ
ろ
∨
　
畜
産
セ
ン
タ
ー

ニ
セ
税
理
士
に

注
意

し
ま
し
ょ
う

毎
年
、
確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま

す
と
、
税
金
の
相
談
や
書
類
の
作
成
を

冗
談
が
う
ま
く
、
そ
の
く

せ
落
ち
付
い
た
雰
囲
気
を

も

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、
み
ん
な
が
意
気
投

合
。
次
の
休
み
に
は
祖
母
山
に
登
ろ

う
と
約
束
し
て
別
れ
た
の
で
し
た
。

登
山
に
は
四
人
が
参
加
、
快
晴
に
恵

ま
れ
、
下
界
の
な
が
め
も
最
高
／
そ

れ
に
彼
女
の
手
づ
く
り
の
弁
当
は
、

ま
た
格
別
な
も
の
で
し
た
。

こ
ん
な
こ
と
で
交
際
が
深
ま
り
、

デ
ー
ト
を
重
ね
て
い
く
う
ち
、
結
婚

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
わ
け

新
年
恒
例
の
高
森
町
消
防
出
ぞ
め
式

は
、　
一
月
十
日
高
森
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
山
村
団
長
以

下
十

一
分
団
二
十

二
部
三
百
六
十
三

人
と
来
賓
多
数
が

参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

午
前
八
時
四
十

分
爆
竹
を
合
図
に

各
分
団
が
入
場
し

て
整
列
。
塚
本
副

団
長
の
総
指
揮
の

も
と
に
国

旗

掲

揚
、
全
国
消
防
殉

職
者
に
対
す
る
黙

と
う
を
さ
さ
げ
た

あ
と
、
岩
下
町
長

ら
の
通
常
点
検
、

器
具
点
検
を
受
け

ま
し
た
。

こ
の
日
は
寒
風
、
小
雪
が
激
し
く
舞

い
散
る
厳
し
い
天
候
で
し
た
が
、
ど
の

分
団
も
き
び
き
び
し
た
動
作
で
高
森
町

消
防
団
の
　
″勇
姿

″
を
示

威
し
ま
し

た
。引
き
続
き
、
各
分
団
は
中
央
四
ッ
角

ま
で
分
列
行
進
を
行
い
、
別
所
の
堤
で

一
斉
放
水
を
披
露
。
こ
の
あ
と
高
森
小

学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
表
彰
式
に
臨
み

ま
し
た
。
岩
下
町
長
の
式
辞
の
あ
と
、

山
村
消
防
団
長
が

「
町
の
消
防
施
設
は

年
々
整
備
さ
れ
て
お
り
、
各
団
員
は
常

日
ご
ろ
か
ら
消
防
機
器
の
点
検
や
規
律

訓
練
を
重
ね
、
有
事
即
応
の
態
勢
を
確

依
頼
す
る
人
を
ね
ら

っ
て
、

「
ニ
セ
税

理
士
」
が
現
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

「
ニ
セ
税
理
士
」
は
法
律
に
違
反
す
る

ば
か
り
で
な
く
、
納
税
者
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
国
税
局
、
税

務
署
で
は

「
ニ
セ
税
理
士
」
を
厳
し
く

取
締

っ
て
い
ま
す
。
税
金
に
つ
い
て
の

相
談
や
依
頼
を
さ
れ
る
と
き
は
、
正
規

の
税
理
士
か
ど
う
か
よ
く
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
彼
女
は
僕
よ
り
四
つ

年
上
。
両
親
か
ら
反
対
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
先
立
ち
ま

し
た
。
ま
ず
、
近
く
の
親
せ
き
に
相

談
を
し
て
親
を

″政
略
″
し
た
の
が

昨
年
の
夏
。
予
想
に
反
し
て
抵
抗
は

な
く
、
ほ
ぅ
と
し
ま
し
た
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
ど
う
せ
結
婚
す
る
な
ら
、

早
い
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
と
い
っ

て
く
れ
、
昨
年
の
十
二
月
三
日
に
ゴ

ー
ル
イ
ン
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
新
婚
旅
行
に
は
マ
イ

カ
ー
で
信
州

。
長
野
に
ド
ラ
イ
ブ
。

車
は
新
し
か
っ
た
し
、
二
人
と
も
岐

阜
―
長
野
に
ま
た
が
る
恵
那
山
ト
ン

ネ
ル
ま
で
た
ろ
う
と
意
見
が
合

っ
た

か
ら
で
す
。
し
か
し
、
六
泊
七
日
の

旅
も
大
半
は
雨
。
そ
の
う
え
、
四
国

の
柱
浜
で
見
た
犬
の
ケ
ン
カ
は
三
分

で
五
百
円
も
と
ら
れ
、
さ
ん
ざ
ん
の

旅
で
し
た
。

立
し
て
、
町
民
の
信
頼
に
応
え
て
ほ
し

い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。
表
彰
関
係
は

次
の
と
お
り
。

【通
常
点
検
】
０
第
三
分
団

（草
部
北

部
）
②
第
七
分
団

（下
色
見
）
０
第
五

分
団

（高
森
市
街
地
区
）

【消
防
庁
長
官
表
彰
】
▽
在
職
二
十
五

年
以
上
＝
興
相
武
春
、
野
尻
耕
蔵
、
大

崎
高
士
、
二
子
石
元
義
、
田
上
勝
行

▽
在
職
十
五
年
以
上
＝
二
子
石
光
義
以

下
二
十
二
人
。

【県
消
防
協
会
長
表
彰
】
▽
功
績
工早
（

二
十
年
以
上
）
矢
津
田
昇
以
下
四
人
▽

勤
続
章

（十
五
年
以
上
）
阿
南
捷
光
以

下
十
四
人
。

【
一
般
表
彰
】
マ
土
地
提
供
―
勝
木

一

友
、
日
上
キ
カ
、
川
上
部
落
、
白
石
昭

利
、
白
石

一
、
本
田
実
、
工
藤
善
蔵
、

本
田
貞
、
池
田
文
男

な
お
、
本
町
消
防
団
は
県
消
防
協
会

か
ら
優
良
消
防
団
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
＝
写
真
は
通
常
点
検

所
得
税
の
確
定

申
告
は
じ
ま
る

五
十
年
分
の
確
定
申
告
は
二
月
十
六

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。
中
告

書
の
書
き
方
な
ど
の
説
明
会
が
二
月
二

十
三
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
高
森
町

役
場
で
、
税
務
署
か
ら
係
官
が
出
張
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

自
分
の
所
得
は
自
分
で
計
算
し
て
中

告
で
き
る
よ
う
に
、
説
明
会
に
出
席
さ

れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
申
告
書
の
書
き
方
な
ど
の
相
談

に
つ
い
て
は
、
三
月
四
日
か
ら
二
月
五

日
ま
で
、
同
じ
く
高
森
町
役
場
で
行
い

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
税
務
署
か
役
場

税
務
課
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

身
障
者
の
バ
ス
運

賃
割
引
き
を
改
正

西
日
本
鉄
道
Ｋ
Ｋ

西
鉄
バ
ス
で
は
身
体
障
害
者
に
対
す

る
バ
ス
運
賃
割
引
を
本
年

一
月

一
日
か

ら
次
の
よ
う
に
改
正
し
ま
し
た
。

身
体
障
害
者
運
賃
割
引
証
の
提
出
を

廃
上
し
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
提
示

（降
車
の
と
き
）
だ
け
で
運
賃
の
割
引

き
が
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
定
期
、
往

復
、
特
殊
乗
車
券
を
購
入
す
る
と
き
は

従
来
ど
お
り
運
賃
割
引
証
を
提
出
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
も
提

小
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
介
護
者
に
つ
い

て
は
従
来
ど
お
り
介
護
者
用
の
運
賃
割

引
証
を
提
出
す
る
こ
と
で
運
賃
が
割
引

か
れ
ま
す
。

資
源
を
大
切
に

す
る
論
文
募
集

県
で
は
、
資
源

ｏ
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大

切
に
す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
、
次
の

要
領
で
論
文
を
募
集
し
ま
す
。

【
テ
ー
マ
】
資
源

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大

切
に
す
る
運
動
展
開
の
具
体
的
方
策
に

つ
い
て
。

【応
募
資
格
】
県
内
居
住
の
高
校
生
以

上
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

【原
稿
】
①
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
六
枚

程
度
で
縦
書
き
と
し
ま
す
。
②
原
稿
の

右
端
を
と
じ

一
枚
日
の
右
半
分
に
氏
名

年
齢
、
住
所
、
職
業
、
電
話
番
号

（学

生
の
場
合
は
学
年
、
学
校
名
）
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。

【締
切
日
】
二
月
十
五
日
（消
印
有
効
）

×
く
わ
し
く
は
熊
本
市
水
前
寺
六
丁

町
が
五
十
年
度
事
業
と
し
て
、
草
部

社
倉
の
役
場
出
張
所
隣
に
建
設
中
だ
っ

た
高
森
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
が
、
こ

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
農
林
業
者
の
人
材
育

成
と
生
活
改
善
、
社
会
福
祉
向
上
を
図

る
た
め
の
研
修
施
設
。
革
部
地
区
に
は

大
規
模
な
集
会

・
研
修
の
場
が
な
く
不

便

を

か
こ
っ
て

い
る
た

め
、
町
が
山
村
地
域
農
林

漁
業
特
別
対
策
事
業
と
し

て
、
昨
年
九
月
に
着
工
、

い
ら
い
急
ピ
ッ
チ
で
工
事

を
進
め
て

い
た
も
の
で

す
。完
成
し
た
同
セ
ン
タ
ー

は
敷
地

千
七
十
九

平

方

ン
、
鉄
骨
造
り
三
階
建
て

（
三
百
三
十
三
平
方
研
）

で
、　
一
階
は
二
十
人
収
容

の
小
研
修
室
を
は
じ
め
、

食
生
活
改
善
に
役
立
て
る

調
理
実
習
室
、
地
域
住
民

の
健
康
管
理
を
行
う
保
健

相
談
室
、
娯
楽
室
な
ど
、

三
階
は
百
五
十
人
収
容
の

大
研
修
室
と
倉
庫
。
備
品

と
し
て
移
動
用

ス
テ
ー
ジ
、　
放
送
設

備
、　
調
理
用
共

一
式
、　
十
六

ノミ
映
写

機
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
な
ど
そ
ろ
っ
て
お

り
、
多
角
的
な
利
用
が
で
き
ま
す
。
総

事
業
費
は
三
千
四
百
九
十
万
円
。
こ
の

う
ち
七
十
五
幹
一が
国
と
県
、
残
り
二
十

五
幹
が
町
の
負
担
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

な
お
同
セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
る
方

完

成

し

た

集

落

セ

ン
タ

ー

尾
下
片
山

古
沢

　

一
三
さ
ん
（２３
）

（矢
津
田
）
珈
写
子
さ
ん
（２７
）

三
年
前
の
秋
の
こ
と
で
す
。
地
元

の
友
だ
ち
と
高
千
穂

へ
遊
び
に
行

っ

た
と
き

に
彼

女
と

知
り
合
い
ま
し

た
。
町
中
を
歩
き
回
っ
た
あ
と
、
あ

る
喫
茶
店
に
立
寄

っ
た
ら
、
陽
気
な

三
人
連
れ
の
若
い
女
性
た
ち
が
い
ま

し
た
。　
僕
ら
は

か
ら
か
い
半
分

に

（も
ち
ろ
ん
本
気
が
半
分
以
上
）
話

し
か
け
て
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
、
い

や
な
顔
ひ
と
つ
せ
ず
打
ち
解
け
て
語

り
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
型
ど
お
り
、
住
所
や
名
前

を
聞
き
、
楽
し
く
過
ご
し
た
わ
け
で

す
が
、
な
か
で
も
彼
女
は
気
さ
く
で

は
、
利
用
当
日
の
三
日
前
ま
で
に
役
場

車
部

出
張
所

へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ

い
。
料
金
は
利
用
人
員
、
時
間
、
光
熱

の
使
用
な
ど
で
異
な
り
ま
す
。

町
出
身
の
隊
員

〓
　

一一
　

一一　

一一
　

一一
　

〓

に
慰
問
品
送
る

自
衛
隊
父
兄
会

高
森
町
自
衛
隊
父
兄
会

（佐
藤
武
之

会
長
、
六
十
人
）
は
、
こ
の
ほ
ど
本
町

出
身
の
自
衛
隊
員
に
激
励
の
慰
問
品
を

送
り
喜
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
自
衛
隊
に
子
弟
を
入
隊
さ

せ
て
い
る
父
兄
ら
が
集
ま
り
四
十
三
年

に
発
足
。
い
ら
い
自
衛
隊
支
援
を
目
的

に
会
員
相
互
の
親
ぼ
く
会
や
隊
員
へ
の

慰
問
品
送
付
を
続
け
て
い
ま
す
。

こ
と
し
は
夏
の
総
会
を
取
り
や
め
る

な
ど
経
費
の
節
約
を
図

っ
て
郷
土
み
や

げ

″風
鎮
づ
け
″
を
購
入
、
会
長
ら
の

励
ま
し

の
便
り

を
入
れ
て
送
り
ま
し

た
。浜
松
市
の
航
空
自
衛
隊
で
頑
張

っ
て

い
る
甲
斐
秀
人
さ
ん
（一一し
は
お
礼
の
手

紙
で

「郷
土
の
香
り
を
胸

一
杯
に
感
じ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
支
援
で
、
使
命

の
自
覚
と
責
任
の
重
大
さ
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

農
林
業
者
育
成
に
ひ
と
役

使
用
願

い
は
草
部
出
張
所

へ

本目 1各

談 種

所 _
乞

開 金
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町恒例の消防出ぞめ式
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風
呂
場
は
い
つ
も
湿
気
が
多
い
の
で
　
器
と
ア
ー
ス
を
必
ず
つ
け
て
下
さ
い
。

洗
た
く
機
の
各
部
分
は
傷
み
や
す
く
、　
　
　
風
呂
場
の
洗
い
場
な
ど
で
電
気
洗
た

親
の
言
う
こ
つ
ば
、
は
よ
う
か
ら
き
　
モ
ー
タ
ー
の
絶
縁
も
悪
く
な
り
が
ち
で
　
く
機
を
使
う
と
き
は
、
漏
電
し
ゃ
断
器

い
と
る
と
、
よ
か
っ
た
と
に
な
あ
―
。　
　
漏
電
し
や
す
く
な
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
の
取
付
け
が
感
電
事
故
防
止
の
た
め
法

□

青

ビ

キ

の
親

不

孝

□

（
肥
後
昔
ば
な
し
か
ら
）
　
　
　
洗
た
く
機
は
風
呂
場
な
ど
湿
気
の
多
　
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

気
に
な

っ
て
死
な
す
と
き
、

静
か
な
山
ん
中
に
埋
め
ち
も

ら
い
た
か
っ
た
ば

っ
て
ん
、

そ
ぎ
ゃ
ん
言
う
と
、
ま
た
、

い
つ
も
ん
ご
つ
反
対
の
こ
つ

ば
し
て
、
山
ん
中
に
ゃ
埋
め

ち
く
れ
ん
ど
ち
思
う
ち
な
、

わ
―
ざ
つ
、
川
端
に
埋
め
ち

く
る
る
ご
つ
頼
ん
で
か
り
死

な
し
た
て
ち
。

と
こ
る
が
、
今
ま
じ
、
さ
ん
ざ
ん
も

ご
う
ち
ば
か
り
お
っ
た
青
ビ
キ
も
、
さ

す
が
に
親
の
死
な
す
と
、

「
お
り
ゃ
、

な
ん
ち
ゅ
う
親
不
孝
も
ん
じ
ゃ
っ
た
つ

じ
ゃ
ろ
か
、
せ
め
ち
死
な
す
と
き
に
言

わ
し
た
こ
つ
な
り
と
守
ら
に
ゃ
」
て
ち

反
省
ば
し
て
、親
ん
言
い
つ
け
ど
お
り
、

川
端
に
墓
ば
つ
く
た
げ
な
。

ば

っ
て
ん
、
川
端
じ
ゃ
雨
が
降
る
こ

ろ
に
な

っ
て
、
大
水
か
出
る
も
ん
じ
ゃ

き
、
そ
ん
た
び
親
ん
墓
が
流
さ
れ
や
せ

ん
ど
か
ち
心
配
で
た
ま
ら
ん
。

そ
り
で
今
で
ん
雨
が
降
る
ご
た
る
も

よ
う
に
な
る
と
、
こ
ん
こ
つ
ば
思
い
出

し
て
心
配
し
て
鳴
く
と
て
っ
た
い
。

チ

サ

ン

シ

ョ

ウ

ウ

オ

０
）
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
の
後
、

こ
の
こ

に
掲
載
さ
れ
た
た
め
、
サ

生
き
化
石
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
い
る
こ
と
は
、

野
尻
や
草
部
の
一
部
地
元
民
の
間
で

早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
。
昔
は
子

り

ノ′ 7ヽ
、` f′/

゛ ●

C,…●

高
森
町
文
化
財
保
護
委
員

岩
　
下
　
真
理
子

洗
た
く
機
は
湿

気
が
大
き
ら
い

い
と
こ
ろ
に
は
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
風
呂
場
に
お
く

と
き
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
よ
う
な
絶

縁
体
の
台
の
上
に
乗
せ
、
漏
電
し
ゃ
断

高
も
六
百
ソ
以
下
の
温
暖
な
瀬
戸
内

気
候
の
限
ら
れ
た
地
域
で
し
か
発
見

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

九
州
脊
梁
山
脈
を
越
え
た
西
側
の

し
か
も
標
高
九
百
研
以
上
も
あ
る
と

こ
ろ
に
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
大
分

県
の
み
の
特
産
と
信
じ
ら
れ
て
い
た

だ
け
に
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

佐
藤
先
生
の
興
奮
さ
れ
た
顔
を
、
私

は
今
で
も
忘
れ

る
こ
と

が
で
き
な

と
こ
ろ
で
、
こ
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
を
実
際
に
食
べ
た
人
か
ら
聞
い
た

話
で
あ
る
が
、
く
し
に
さ
し
て
火
に

あ
ぶ
る
と
、
両
手
を
合
掌
す
る
よ
う

に
合
わ
せ
る
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
で

な
く
と
も
、
こ
ん
な
貴
重
な
生
き
物

を
捕

っ
た
り
、
食
べ
た
り
す
る
こ
と

は
や
め
て
、
こ
の
高
森
町
が
い
つ
ま

で
も
彼
ら
に
と

っ
て
安
住
の
地
で
あ

る
よ
う
心
か
ら
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
科

・
カ
ス
ミ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
属
）

町
文
化
財
保
護
委
員

佐
藤
　
武
之

オオイタサンショウウオ

供
の
カ
ン
虫
に
効
く
と

か
、
精
強
剤
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
、
二
、
三

月
ご
ろ
山

か
ら
下

り

て
、
川
床
の
溜
り
水
に

産
卵
す
る
時
期
に
は
、

た
く
さ
ん
捕
獲
さ
れ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
ｃ
私
も
退
職
帰
郷
後
こ

の
話
を
聞
き
、
産
卵
期

に
神
原
川
に
行
き
初
め
て
観
察
し
て

写
真
を
撮

っ
た
。
し
か
し
そ
の
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
ど
ん
な
種
類
の
も
の

で
あ
る
か
は
、
だ
れ
も
知

っ
て
は
い

な
か
っ
た
。
さ

っ
そ
く
、
熊
本
博
物

館
で
調
べ
て
も
ら

つ
た
と
こ
ろ
、
ブ

調
査
に
来
ら
れ
、
初
め
て
オ
オ
イ
タ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
で
あ
る
こ
と
が
判
明

す
る
と
同
時
に
、
学
会
に
大
き
な
反

響
を
呼
ぶ
結
果
と
な

っ
た
。
と
い
う

の
は
、
こ
の
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、そ
の

名
の
と
お
り
大
分
県
の
一
部
で
、
標

童 心 が い っ ば い

高森町教育研究会

文集第 5号を刊行

町
内
の
小
中
学
校
の
先
生
た
ち
で
つ

く

っ
て
い
る
高
森
町
教
育
研
究
会
で
は

四
十
六
年
か
ら
毎
年

一
回
、
子
供
た
ち

の
作
文

を
編
集
し
た

「文
集

た
か
も

り
」
を
発
刊
し
て
い
ま
す
が
、
五
十
年

度
分

（第
五
号
）
が
こ
の
ほ
ど
刊
行
さ

れ
ま
し
た
。

「文
集
た
か
も
り
」
は
、
同
研
究
会

の
国
語
部
会
の
先
生
た
ち
が
、　
マ
ス
コ

ミ
の
影
響
で
静
か
に
物
ご
と
に
ふ
け
る

機
会
の
少
な
く
な

っ
た
児
童
、
生
徒
た

ち
に
考
え
る
力
、
書
く
力
、
読
む
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
よ
う
と
発
案
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。
こ
ん
ど
刊
行
さ
れ
た
文

集
は
Ａ
５
版
、
小
学
校
編
六
十
八
ペ
ー

ジ
ー
、
中
学
校
編
四
十
五
ペ
ー
ジ
。

社
会
生
活
、
家
庭
、
遊
び
、
ス
ポ
ー

ツ
ー
、
読
書
感
想
、
詩
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
、
子
供
た
ち
の
意
見
や
考
え
が
、
文

章
を
と
お
し
て
生
き
生
き
と
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
約
千
六
百
部
印
刷
、
経
費

二
十
万
は
町
費
か
ら
支
出
し
ま
し
た
。

さ
る

一
月
十
二
日
か
ら
高
森
地
区
で

給
水
制
限
を
行
い
、
多
大
の
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
深
く
お
わ
び

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
原
因
は
最
近
の
水
需
要
の
増
加

に
加
え
、
各
戸
が
凍
結
防
止
に
夜
間
の

出
し
流
し
を
行

っ
た
た
め
と
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
町
で
は
鉄
建
公

団
と
協
議
を
重
ね
、
給
水
能
力
を
高
め

る
た
め
の
施
策
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た

将
来
の
水
道
施
設
づ
く
り
に
つ
い
て
も

同
公
団
と
検
討
を
続
け
、
水
不
足
解
消

へ
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

生
活
文
化
の
向
上
と
と
も
に
水
を
使

う
範
囲
は
ふ
え
て
い
ま
す
が
、
第

一
に

生
活
用
水
の
確

保

と
い
う
立
場
に
た

ち
、
今
後
は
み
な
さ
ん
も
節
水
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。
な
お
、
水
量
器
の
故
障

や
水
道
管
の
破
損
な
ど
見
か
け
た
場
合

は
建
設
課
水
道
係

へ
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

と
が
新
聞

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
権
威
者
で
あ
る
大
分

県
教
育
委
員
会
の
佐
藤
真

一
先
生
が

水
道
は
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

嘔
■
ロ
ロ

■
口

Ｌ
Ｅ

矢口ってお きた い こ と

被
保
険
者
が
交
通
事
故
の
障
害
で

苦
し
ん
で
い
る
の
に
、
そ
れ
は
加
害

者
と
の
間
の
‐１‐――
題
で
あ
る
と
し
て
、

放
置
し
て

よ
い
は
ず

は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
交
通
事
故
の
ケ
ガ
や

病
気
も
国
保
の
保
険
診
療
が
受
け
ら

れ
る
道
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

わ
け
で
す
。

国
保
の
保
険
診
療
が
受
け
ら
れ
る

と
い
う
の
は
、
治
療
費
を
国
保
が

一

時
立
替
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
な
の

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
被
害
者

（被
保
険
者
）
の
生
活
の
困
き
ゅ
う
を

救
お
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
そ

し
て
そ
の
分
は
、
加
害
者
が
負
う
べ

き
当
然
の
責
任
と
し
て
、
あ
と
で
国

保
に
返
還
し
て
も
ら
う
わ
け
で
す
。

交
通
事
故
の
傷
害
に
あ
い
、
国
保

で
治
療
を
受
け
る
に
は
、
い
く
つ
か

の
条
件
や
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

日
加
害
者
か
ら
現
実
に
治
療
費
を
受

け
と
っ
て
い
れ
ば
、
国
保
の
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

回

「
第

三
者

の
行
為
に
よ
る
傷
害

届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
が
加
害
者
に
あ
と
で

立
替
え
た
分
を
返
還
し
て
も
ら
う

資
料
と
な
り
ま
す
。

回
こ
の
ほ
か
、
警
察
の
事
故
証
明
や

示
談
が
成
立
し
た
場
合
の
書
類
な

ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
の
で
係
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

他
人

（第
三
者
）
に
傷

つ
け
ら

れ
、
ケ
ガ
を
し
た
り
病
気
に
な

っ
た

り
す
れ
ば
、
加
害
者
が
全
責
任
を
負

っ
て
損
害
の
賠
償
を
す
る
の
が
世
の

中
の
約

束

ご
と
で
す
。
し
た
が

っ

て
、
そ
の
よ
う
な
で
き
ご
と
で
治
療

を
受
け
る
と
き
は
、
国
保
の
保
険
給

付
は
さ
れ
な
い
こ
と
が
原
則
で
す
。

償
支
払
い
の
能
力
の
問
題
も
あ
り
ま

す
。
そ
う
い
う
こ
と
が
す
べ
て
わ
か

り
、
最
終
的
な
損
害
賠
償
を
受
け
る

ま
で
に
は
長
い
時
間
が
か
か
り
、
そ

の
間
の
治
療
は
自
費
で
ま
か
な
う
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
生
活
そ
の
も

の
が
危
機
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

国 保 が 一 時 立 替 え

後 で 加 害 者 が 返 す

し
か
し
、
そ
れ
で

は
交
通
事
故
と
い

う
自
動
車
に
よ
る

傷
害
が
全
く
国
保

で
受
け
ら
れ
な
い

か
と
い
う
と
そ
う

で
は
あ

り
ま

せ

ん
。現
実
に
は
治
療

の
す
べ
て
の
経
過

を
み
な
い
こ
と
に

は
、
ど
れ
だ
け
の

費
用
が
か
か
る
か

わ
か
り

ま

せ

ん

し
、
後
遺
症
の
間

題
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
加
害
者
の
賠

発行された文集たかもり

昔
々
、
青
ビ
キ

（雨
蛙
）
や
、
と
て

ん
ひ
ね
く
れ
坊
主
で
、
親
ん
言
う
こ
つ

や
ら
、
い
つ
ち
ょ
ん
聞
き
も
せ
ん
親
不

孝
も
ん
じ
ゃ
っ
た
て
ち
。

親
ん

「今
日
は
よ
か
日
和
じ
ゃ
き
、

山
に
ど
ん
行

っ
て
、
が
ま
だ
し
て
き
な

は
り
」
て

ち
言

わ
す

と

「
い
や
ば
い

た
。
お
り
ゃ
田
に
行

っ
て
く
る
と
じ
や

き
」
て

ち
言

う
ち
、　
日
さ
ん
出
か
け

た
。

「今
日
は
田
に
行

っ
て
き
な
り
」

て
ち
言
わ
す
と
、

「
お
り
ゃ
畑
に
行

っ

て
く
る
」
て
言
う
ち
、
畑
さ
ん
行

っ
た

げ
な
。
な
ん
ご
つ
も
み
―
な
そ
ぎ
ゃ
ん

し
た
ふ
う
じ
、
親
に
反
対
の
こ
つ
ば

っ

か
り
し
ょ
っ
た
も
ん
じ
ゃ
き
、
親
が
病
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